
＜一般用＞ 様式１

☐

■ Ｓ

☐ ～

（３）事務事業の環境変化・住民意見等

訪問研修の参加者人数の増加を図るよう意見が出さ
れた。
また、交流だけでなく、交流の基となった薩摩義士に
ついて、理解を深めるための勉強会や語り部の育成
を図るよう意見が出された。

訪問研修の参加者人数の増加を図るよう市民
から意見が寄せられている。また、交流だけで
なく、交流の基となった薩摩義士について、理
解を深めるための勉強会や語り部の育成を図
るよう市民から意見が寄せられている。

この事務事業に対する議会から出された
意見

④
この事務事業に対して誰からどんな意
見や要望が寄せられているか？

③

① ②
この事務事業は、いつ頃、どのような
きっかけで開始されたのか？

昭和４３年に旧国分市と海津町の交流がはじま
り、昭和４５年に姉妹都市盟約を結び、姉妹都
市交流事業が開始された。新市となり、平成１８
年に新たに海津市と姉妹都市盟約を結び姉妹
都市交流事業も継続することとなった。

合併後、霧島市薩摩義士顕彰会が発足した（霧島市
薩摩義士顕彰会については、事務事業評価表を別
に作成している）。

（実績） （実績）

（決算） （予算）

事務事業を取り巻く環境は、開始時期又
は５年前と比べてどう変わったのか？

単位：千円

21年度 22年度

定期的・継続的な交流関係を築
く。

交流活動に参加している市民の割合 10.5 11.0

事務事業の概要と同様

 ① 手　段　（事務事業の概要）

江戸時代に木曽川治水工事（宝暦治水）を行った薩摩義士への報恩感謝の気風を持つ岐阜県海
津市と、姉妹都市交流事業を行っている。
参加者の募集については、一般向けには広報誌にて、学校向けには案内ちらし配付にて、行って
いる。
①春（4月２５日前後）と秋（10月２５日前後）の海津市への訪問研修（海津市民との交流、慰霊祭参
列、薩摩義士の偉業史跡視察　薩摩関係史跡研修）　※参加者から一部負担を徴収
②青少年交流研修（海津市中高校生との交流、相互ホームステイ、生徒会交流、５月に海津市から
受入れ、８月に海津市を訪問）　③海津市からの受入れ事業（５月２５日前後、海津市民との交流、
平田公園慰霊祭参列）

ア 5

（実績）

平成21年度実績

平成22年度計画

 ③ 対 　象

6,816中・高校生

イ

ウ

20年度

単位

 ④ 対象指標
　（③対象の大きさを
　　　　　　　表す指標）

中・高校生 人

単位

（見込）

回

地域間・都市間交流活動の推進

単位

なし

（実績） （見込）

人

（対象を
　    　どうしたいのか）

単位
23年度

4.8 5.2

21年度
（見込）

22年度20年度

ア 市民 人口

イ

ウ

％

イ

人

ア

ウ

 ⑦ 結 　果

23年度
（見込）

6,814 6,800

128,868

6,800

127,662

23年度
（見込）

20年度 21年度 22年度
（実績） （見込）（実績）

128,640

（見込）
22年度

（見込）
21年度 23年度

5 5

701120

20年度

根拠法令・
条例等

 ② 活動指標 （事務事業の活動量）

関連計画

22年度

予
算
科
目

総務管理費

6

2

単年度のみ

共生・協働のまちづくり

内 線 番 号

地域間･都市間交流の推進 45-5111

1145

市民運動推進室

）

127,450人

2

単年度繰返 （開始年度

期間限定複数年度（

一般管理費

（実績）
21年度

5

会計

45

姉妹都市交流事業の開催回数

（誰、何を
 対象にしているのか） （実績）

年度～）

主
な
活
動

1

１．現状把握　　（１）事務事業の目的と指標　　＜Do＞

事務事業の概要と同様。
併せて、海津市との交流を長年行っている「国
分さつま会」による、海津市での馬踊り奉納事
業への補助を行った。

事業
期間

一般会計

総務費

65

232 367

7363 73

294

 一般財源

 国庫補助金

施策名

基本事業名

決
算
額

 予算合計

コード

款

目

0

0

0

0

4,710

4,710

123

4,710

4,587

4,120

4,120

 その他

イ

 当初予算額

 補正予算額

 県支出金

 地方債

（２）事業費

予
算
額

ア
薩摩義士の偉業を学びながら、海
津市民との交流を行う。

評価対象年度  平成 21年度

701120
事　務
事業名

 支出合計

政策名

事務事業
コード

2

項 1

総務部

総務課

担 当 部

電 話 番 号

担 当 課

グ ル ー プ

海津市との姉妹都市交流事業

事 務 事 業 評 価 表

 ⑧ 上位成果指標
（⑦結果の達成度
　　を表す指標）

 ⑤ 意　 図

（どんな結果に
     結び付けるのか）

薩摩義士の偉業を学んだ市民の数
※合併後の海津市との姉妹都市交流事業延べ参加者数

 ⑥ 成果指標
 （⑤意図の
       達成度を表す指標）

交流事業に参加した市民の数

440

基本シート



参加費等の事業実施のための収入説明

　　

2,829 2,829 2,981 2,981 2,981 2,981

10 10

平成22年度　（当初予算） 平成23年度　（見込）

合計合計 単独 補助単独 補助

計

平成21年度　（決算）

単独 補助 合計

27 公 課 費

28 繰 出 金

25 積 立 金

26 寄 附 金

23 償還金利子・割引料

24 投資及び出資金

21 貸 付 金

22 補償補填及び賠償金

19 負担金補助・交付金

20 扶 助 費

17 公有財産購入費

18 備 品 購 入 費

15 工 事 請 負 費

16 原 材 料 費

広 告 料

手 数 料

保 険 料

13 委 託 料

12 役 務 費

通信運搬費

3 職 員 手 当 等

4 共 済 費

1 報 酬

2 給 料

7 賃 金

8 報 償 費

10 交 際 費

9 旅 費

11 需 用 費

14 使用料及び賃借料

印刷製本費

光 熱 水 費

消 耗 品 費

食 料 費

燃 料 費

修 繕 料

事務事業
コード

事　務
事業名

担 当 部 総務部

担 当 課 総務課
701120 海津市との姉妹都市交流事業

11 11

11 11

877 877 919 919 919 919

383 383 220 220 220 220

600 600

4,710 4,710 4,120 4,1204,120 4,120

過 疎 債

合併特例債

辺 地 債

国

県

4,710

そ の 他

一 般 財 源 4,710 4,120

補助率

4,1204,1204,120

4,1204,120 4,120

財
源
内
訳

計 4,710

国

県

地 方 債

4,710 4,120

　　

　　

第６回

第７回

第８回

平
成

4,587 千円

123 千円

当 初 予 算

補 助 基 本 額

平成 21 年度　財源内訳の「その他」の内訳

補 正 予 算

第１回

　　

第３回

第４回

（６月） 第５回

単位：千円

21

予 算 合 計

　　

123

年
度

　　

第２回

4,710 千円

財務シート ＜一般用＞



２　評価の部　＜SEE＞

①
■

② 　
■妥当である

③ ■適切である

☐
④ 　

■向上余地はない
（十分に成果が出ている）

⑤ 　
■影響がある

⑥

☐他に手段がある

☐統合できない ☐連携できない

☐統合できる ☐連携できる

⑦ 　
■削減余地がない

⑧  　
■削減余地がない

☐削減余地がある

⑨  　
■公平・公正である

☐見直す必要がある　

A 目的妥当性 ■ 適切 ☐ 見直す必要がある

B 有効性 ■ 適切 ☐ 見直す必要がある

C 効率性 ■ 適切 ☐ 見直す必要がある

D 公平性 ■ 適切 ☐ 見直す必要がある

３　今後の方向性＜PLAN＞

☐
☐
☐
☐
☐
☐
☐
■

 ① 平成22年度の取組み概要及び期待される効果  ②　平成23年度に取り組むべき具体的な内容

・事務事業を廃止又は休止した場合にどの
ような影響があるか？

［有効性④の結果］

廃止　　　 　　

休止　　　 　　

☐

（他に手段がある場合の事務事業名等）

有効性改善（成果向上）　

［目的妥当性①③の結果］

公共関与の妥当性
姉妹都市盟約を結んだ都市との交流は､都市間交流を行う上で
重要な位置付けがされるべきものである。

姉妹都市交流の対象は市民であるため、対象は妥当である。定
期的・継続的な交流関係を築くために、交流の基となった薩摩
義士について学びながら、海津市との交流を行うこととしており、
意図も妥当である。

薩摩義士の業績を学びながら、海津市民と交流を行うことは、定
期的・継続的な交流関係を築くことに結びついている。

結びついている　

（３）具体的な改善計画　　　　　　※ （１）のチェック項目に対し、具体的にどのように取り組むのか

事　務
事業名

事務事業
コード

701120

・この事務事業の目的は基本事業の意図
（基本シートの結果）に結びつくか？

Ａ
 
目
的
妥
当
性
評
価

海津市との姉妹都市交流事業

評価理由

政策体系との整合性

評価

・この事業をなぜ市が行わなければならない
のか？
・税金を投入して、達成する目的か？

総務部
総務課

担 当 部
担 当 課

☐見直す必要がある　

効率性改善（コスト削減）　

（２）廃止又は休止すべきとした場合の理由

参加者が増えれば市民相互の交流が拡大するので、訪問研修１回あたり
の参加者を増やすことについて検討した。事業コストを上げずに事業効果
を上げるためには、参加者からの負担金を増額する必要があり、負担金を
増額すると参加者の減少が予想されることから、現状の体制を維持するこ
ととした。引続き、心の通った交流事業を行っていきたい。

定期的・継続的な交流関係を築くことが途切れるとともに薩摩義
士の偉業や報恩感謝の気風を知る機会が減少する。

主な経費は、海津市への訪問研修に要する旅費であり、参加者
から一部負担金を徴収している。負担額を上げると、参加者が
減少すると予想されるため、削減余地はない。

海津市役所の担当者、学校関係者及び旅行会社等との打ち合わせ・調
整に多くの時間を要しているが、事業遂行に必要な時間であるため､削減
余地はない。また、担当職員が一貫して業務に携わることで事業がスムー
ズに行えるため、正職員以外の職員が従事することや部分的な委託も難
しく削減余地はない。

削減余地がある

公平性改善　

［効率性⑦⑧の結果］

［公平性⑨の結果］

［目的妥当性①②、有効性⑤の結果］

成果の向上余地

（１）評価結果にもとづく今後の方向性

C
 
効
率
性
評
価

・成果を下げずに事業費を削減できない
か？（仕様や工法の適正化、住民の協力な
ど）

B
 
有
効
性
評
価

☐影響がない

事業費の削減余地

類似事業との統廃合・連携の可能性
・目的を達成するためには、この事務事業以
外の手段はないか？
・類似事業との統廃合や連携を図ることによ
り成果の向上が期待できるか？

参加者は公募により決定しているため、受益機会は公平であ
る。また、参加者からは参加費を徴収しており、費用負担も公
平・公正である。

受益機会・費用負担の適正化余地

［目的妥当性①②、有効性⑤の結果］

D
公
平
性
評
価

引続き、海津市との姉妹都市交流を行っていく。

対象・意図の妥当性

［有効性⑥の結果］事業統合・連携　

向上余地がある

廃止・休止の成果への影響

・成果指標の現状値をあるべき水準まで向
上させることができるか？

・対象や意図を限定又は追加すべきか？

・事業の内容が一部の受益者に偏っていて
不公平ではないか？
・受益者負担が公平公正になっているか？

・やり方を工夫して事務事業に係る業務時間
を削減できないか？
・成果を下げずに職員以外の対応や委託を
できないか？

人件費（延べ業務時間）の削減余地

☐見直す必要がある　

■他に手段がない

☐

☐対象を見直す必要がある

意図を見直す必要がある

総
　
　
括

（２）全体総括（振り返り、反省点）　（１）１次評価者（課長）としての評価結果

現状維持・継続　　⇒（３）具体的な改善計画は不要

目的再設定　

評価シート ＜一般用＞
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